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� 研究背景と目的
現在，���上には多量の���ページが存在している

が，個々のページから得られる情報量は異なっている．
そのため，自分の知りたい情報を集めるためには多数
のページを閲覧しなくてはならず，多大な労力を必要
とする．このことから本研究では，���ページからの
情報抽出とその再編集を目的とする．特に，本研究で
は時系列情報と住所情報を有するイベント情報 �「い
つ，どこで，何があった」というような情報�に着目し，
抽出した情報を地図上に整理して表示することを目指
す．今回は特にイベント情報を抽出しやすい歴史的事
柄に関して，提案する枠組みの適用を試みる．

� 歴史的事柄の情報再編集
歴史的事柄に関する���ページの例を図 �に示す．

図 �� 歴史的事柄に関する���ページの例 ��	

一般に，このようなページには，事柄が年表の形式で
まとめられている場合が多い．このことから，本研究
では情報の再編集の主旨を，情報を時系列順序に整理
し，事柄の説明を地理情報に関連付けて行うこととす
る．

� 処理の概要
処理の概要を図 
に示す．
以下，処理の手順ごとにその内容を説明する．

����� �年表を含む���ページの取得
イベント情報のうち，「いつ，何があった」というイ
ベント内容と時系列情報を一括で取得するために，

図 
� システムの概要

検索キーワードを歴史的事柄に限定し，「検索キー
ワード＋年表」というクエリを用いて，��������

を用いて検索を行う．

����	 �年表情報の抽出
�����において取得した年表を含む���ページの
����タグを解析し，イベント内容と時系列情報
を抽出してくる．このとき，年表の多くが �����タ
グを用いて書かれていることを利用する．

����
 �年表情報に対応した場所情報の抽出
����	において抽出したイベント情報から場所情
報を抽出する．

����� �抽出したデータの書き出し
����	，����
 において抽出したデータを
����������� へ 読 み 込 ま せ る た め に ，
������������ ����!�������� �"� 形 式 で テ
キストファイルに書き出す．

����� �取得情報の再編集および地図上への表示
�����において作成したテキストファイルからデー
タを読み込み ��������上へ表示する．

��� 年表を含む���ページの取得
本研究では検索および検索結果���ページの����

取得に������������
	を使用している．今回は，歴
史的事柄として「新撰組の活動」を対象とし，「新撰組＋
年表」のクエリを用いて，検索したページ上位 �#件を
情報再編集のための対象���ページとした．
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��� 年表情報の抽出
取得された上位 �#件の���ページのうち，記載さ

れている年表の ���� 表記を分析した結果，大半が
����� タグを用いて書かれていることが判明した．こ
のことから正規表現を用いることにより，����� タグ
内の情報を ���� ファイルから取得し，さらにその
中からイベント内容と時系列情報を抽出する．
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��� 年表情報に対応した場所情報の抽出
取得されたイベント内容を表すテキストから，地名

を表す名詞を抽出する．地名を表す単語の抽出には日
本語構文解析器%���%&�'南瓜 �(	を用いる．イベント
の内容を表すテキストを解析し，名詞を示す品詞情報
の内，地域を含むもの �例：名詞)固有名詞)地域)一般�

だけを正規表現を用いて抽出し，その名詞をイベント
が発生した場所情報を示すランドマークとして用いる．

��� 抽出したデータの書き出し
年表から抽出したイベント内容，時系列情報，場

所情報を ���� 形式でテキストファイルに書き出す．
����形式で表された実際のイベント内容を以下に示
す．

�� !形式のデータ
� ��� " #
� $���"��%&� 年�'(����"��月�'�$)"��� 日�'�"�壬生�'
�*"�幕府浪士組 ���人余り、壬生村に到着。��'
+ �,

��	 取得情報の再編集および地図上への表示
複数の���ページから取得した年表情報を用いて，

より情報量の多い詳細な年表を再編集する。��������

が日本語の地名からジオコーディング可能であるた
め，各イベントから抽出された場所情報をそのまま
������������*	に入力し，イベント内容を地図上に
表示する（図 (）．

� まとめと今後の課題
本研究では���からのイベント情報の抽出とその再

編集を目的とし，その一環として，イベント情報を取

図 (� 出力例：地図上への表示

得しやすい歴史的事柄を対象として，その手法の提案
を試みた．現在，��������検索では，あらかじめ登
録されている���ページのみが検索結果として返って
くるのに対して，本研究では，���上の未登録の���

ページから情報を取得し，地図と関連付けて情報の再編
集を試みている．今後の課題としては，取得した���

ページからのより正確な情報の抽出，およびそれらの
再編集機能の充実を通してシステムの汎用性を高める
つもりである．
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